
理数科１年生　テクノサイエンスⅠ「アイデア発想実習」　評価のためのルーブリック評価

活動における成果だけでなく，取組に注目して評価する。

Ⅰ．関心・意欲・態度 Ⅱ．思考・判断・表現 Ⅲ．観察・実験の技能 Ⅳ．知識・理解

評価資料 ○授業観察 ○ワークシート
○授業観察
○ワークシート

○ワークシート
○作品

（１） （２） （３） （４）
実習において，主体的
かつ協働的に研究を進
めようとしている。

着眼点に優れたアイデ
アが発想できている。

与えられた課題の解決
に向けて，適切な設計
図を考えることができて
いる。

実習において，探究す
るために必要な知識を
持ち，理解できている。

評価方針

自らの活動を客観的に認知（メ
タ認知）して，他者（共同研究者
等）の活動も客観的に認知（他
者メタ認知）しながら活動できて
いるかに注目して評価する。

課題の解決に向けて，工夫を凝
らすことができているかに注目し
て評価する。

科学的（論理的）に結果を見通
して設計図を考えることができて
いるかに注目して評価する。

実習において，探究しながら取
り組んでいるかに注目して評価
する。

Ａ
［３点］

 ･･･十分
満足でき

る

□自分の役割は勿論
のこと，他者と協力して
活動できている。

□結果を予想して，よく
考えて，工夫を凝らすこ
とができている。

□結果を見通して，よく
考えた設計図を考える
ことができている。

□探究を繰り返し，課
題を解決できた作品を
完成することができて
いる。

Ｂ
［２点］

 ･･･おおむ
ね満足で

きる

□日頃の学習を生か
し，意欲的な活動がで
きている。

□自分の役割を果たす
ことができている。

□自分なりに，課題を
解決するために，工夫
を凝らすことができてい
る。

□科学的（論理的）に
考えて，課題を解決す
る設計図を考えてい
る。

□お互いによく検討し
あいながら，課題を解
決する設計図を考えて
いる。

□探究を繰り返し，課
題の解決は不十分であ
るが，作品を完成する
ことができている。

Ｃ
［１点］

･･･努力を
要する

□自分の役割を果たす
ことができず，他者に
頼って活動できている。

□与えられた課題を解
決するために，アイデア
を考えることができてい
る。

□取りあえずやってみ
るではなく，設計図を先
に考えることができてい
る。

□作品を作ることがで
きている。

評価点

評価項目


